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序

秋田県i量断、分布調査I:l:，国営能代開拓建設事業，県営闇場主到着事業.出羽丘陵総合開

発事業(~'l後地区)，図営総合農地開発事業鹿角北東J血区等閑場戦備，畑地造成を主とす

る回大開発事業に{半う事前の分布鈎査で.開発計街地域内に所在する遺跡を綴~L.，そ

の保護をはかることを目的としたものです。

国営能代開拓ill設事業.県営問場f宣f簡4基業に{半う剣先では，15進湖、の範凶を総li~L， 

羽後地区の鶏査では今年度新たに17ヵ所，J}g角北東地区の鈎査で1:l:51年度から 3ヵ年で

216ヵ所の遺跡が発見され.今後こttらのi茸湖、の{呆穫には関係市町村教育委員会と迷絡

をとって万全を期したいと考えています。

最後になりましたが，羽後地区の習時査をお引受けいただ、、た杉山一行.鈴木俊男問削

査員， Ht角北京地区の盟理査をお引受けいただいた主主口芳郎. 大豊勝蔵，柳沢~L志. 奥山

主主の各鏑主主民主主ぴに県立十手口E日高等学校相会科同好会の方々をはじめ.御協力いただき

ました関係市町村教育委員会に対して心から感謝の意を表する次第です。

昭和 54年3月

敏朗県教1草委員会

教育長畠 山 芳 郎
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カニガ台遺跡

1 .所伝 I也

能代市坂形ネカニガ台130f也

2.岡 純

56.3∞nr 
3. ~調査期間

昭和53年11月6日-11日

4 . r.期議者

永瀬縞~，池田慾利

5 .遺跡の立地の特徴(現況)

東西にのびる丘陵の市総に{立百まする。現況は水制.畑地. 山林になっている。

6.範閤 ・時代.1'1;彬

7 地!百 (深さ)

8.その他特記事項

範聞は. 小土から鳥形に~る i革路をはきんで， 56，3∞m'と広い。潟貨の紡封4.
縄文士総， ~玉総，土E市総， 須悲泌が111土 L. 縄文時代と綬史時代の二時期に使

用された緩合遺跡であることがわかった.選総(fも崎勝であJ)う)も検出され

ているので集必跡であろう.

水mIj:7()cmと深いところもあるが.大都分lま2伽 nほどの深きである.山林.

剣i患の深さは4()cm前後て・ある。

遺跡範閣の大都分をしめる水凶lま.地Urまで削平され.遺跡はf晶綾されてい

るものと考えられる.

、.
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根洗場遺跡

1 .所者'f I也

能代市坂形字恨洗場36他

2.面積

14，500m' 

3.湖重量期間

昭和53年11月6日-11月11日

4 .鈎査者

永瀬編 9J.池悶憲和

5 .遺跡の立地の特徴(現況)

東西にのびる丘陵の衛憾に位置する.東側と酋慨li浅いi尺になり.南側は沖

積地に後続する.遺跡の現況は.畑地と山林である。

6. il.樹 ・時代 ・性絡

7 地層 (深さ)

鳥形部落から小土青5f喜に歪る進路の南側に位置し，遺跡の蘭績は約14，500耐

と忽われる.縄文時代前期の土器が多数出土L.石器類の仕¥jこも多い.~長務跡

であろう.

土!曹の首長きは，車書作土が150川Zど，県宇品色土が3Ocm.地山{白色紡土層}と

なり， 5加刈ij後である.

8 その他の特記事項

畑地の一部!!j也Iliまで削:if'され.遺構等は磁波されているものと考えられる。

-5-
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重兵衛台 I遺跡

l 所在地

能代前坂形ヰ:重兵衛台10-61他

2，面積

衛北 230m，東西 70m 16，100m 

3.言明査員諸問l

昭和53年10月初日-11月2日

4 .調査者

iU!着耳目寺.藤井安正

5，逃跡の立地の特徴(現況)

現状11，畑地.この遺跡11白神山地よりのびる東雲台地西側に位置し.北より

繭へのびる舌状台地上にある.南側I700m ほどの所に比八副都落があり.竹生

)11がi1!i流している.また|司方向 llanの池是正に杉沢野遺跡がある.

6 量E悶 ・時代 ・性絡

遺跡li痛にのびる械高3Jmほどの舌状台地にあり.縄文時代前JlJI.弥生時代

の遺跡が存泌する.縄文時代のiitiot'は古池東部に{立訟L，今回の吉見脊でI;t51車

の住居跡が検出さJt，集落跡であることが考えられる。また台地先縦割iにおい

ても住居跡lf車を検出した。遺跡推定範聞は南北 230m，:l夜間45聞の10，350耐

である。

弥生鈴代の遺跡は台地中央凶邸に位置し，今闘の絢査では住居跡 1f車を検出

した.遺跡撒定範聞は耐~t55m，東西40mの 2，200附である.

遺跡全体では台地中央部，先端郁の南北 230m，東西70mの16.100耐と推定

される.

- 8-
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重兵衛台 II遺跡

1 . ii暗必地

飽代市坂形守:111兵書1ft，10-13他
2.削 fl!

.37.000m'コ
3. Jljj;期間

昭和53年11月日目ー18日

4 .鯛企者

.弁安正，佐々木孝明

5 .遣隊の立胞の特徴 (現況}

現況は焔Jè，遺跡I~ .'-'台地よリ ~tから繭にのびる標高27闘の舌統計地上に

位置するもので.沢をへだてて11兵衛台I遺跡が存在する.また東側 ωOmの

{立震に比八回首sf&があr)，r+i1附500mの所を竹生川が西淀する.

6.車E削・ 時代 ・性倫

今自の言問先では住居跡8t弘地泌が Z義的検出をみた。 時代は上附~~，相t!忠

器を中心とした平安時代iBJOI頃のものと推定される.また遺跡的組問1:tiJ也先

織音~，中央部にわたるものであり， ad両被37，0∞固と推定さt1.る.また， ti池

上に必いて.三11所的』佐保があるものと考えられる.

- 11-
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中 図面遺跡

I .所在地

山本mi飾浜村坂形字中間面192他

2面積

28.200附

3. g間受期間

P{:{布153正I'llfll3日-188

4 .調重量者

袋町l総-!l~. ~ i代光!}j

5 遺跡の立地の特徴 (現i兄)

T守綴県境町白神山地の磁1申lに位遣する予言状台地である.遺跡は北からf.tiに綬

〈傾斜している。様~は約3 1 . 7m である。

6 範|謂・時代・役務

7 .地!曹 {深さ)

遺跡の範聞は台地上全都である。出土遺物は土郎総，須:f.鮮民ーで.~Fi恕器#

のへラ切り届まのものが2点検出された.遺織は住居跡と忽われるもの9.i帯状

i盤機と忽われるものが4ヵ所検出された.

時代は平安時代前期で台j也全体に住居跡があるものと忽われる。

北側は第I婦をlIiit) 下げたと ζ ろで遺織が線認された. 南伽~Iit再 11腐を掘り

下げたと二ろで確認された。

日高I婦は15cm伎の黒褐色土 (5Y R%)で，第U扇l.i得色粘質土(IOYR，%) 

で15cm{立で，深さ1;1:約おCmである。

- 14ー
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内 林 遺 跡

1.所.lf地

LlI本1臨時浜村石川:宇:内林118f臨

2 前i Ul 

約31.600m'

3 . 調~ lUl t渇

昭拘53年11)司6日-1l月11日

ι 縞 1i. 者

岩見誠夫，商f品忠彦

5.遺跡のs/:J也の特徴 {現j児)

原野と一部に杉 ・憾などの立木の残っている雑木林跡である.前東lζ緩〈傾

斜するはぽ平t旦なI也形で.米代川以北において日本海鯵に発途したj年成段丘の

高位のものである.

6.範鴎 ・時代 ・性格

7.地層(i菜さ}

摂尚47m-52mの外事.f<，内林地区で最高{立をぷす所で，現地表面に連続して

定るくは'みの見られる小規模な~i曹に閥まれた範随といえる . 遺跡内の試費量f問

所から青磁片.古代末の土師総片が出土していることから，古代末~中世にか

けての館もしくはそれに準ずるi監跡と且1われる。

調査による検出遺精は. ~i事，議状遺tI4. ピットがある.

遺跡内的地区によってその深きが拠なるが. 30-70cmの黒色上下に遺織が存

在する.

-17 -
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外 林 遣 跡

1 .所進地

山本郡録浜村石川l守外林150

2. ffii 償

約 7.∞0耐
3.繍盛期間

昭和53年10月23日-28日

4 .調資者

窓際~時，回口 都

5 遺跡の立地の特徴 (現況)

秋岡県と背議県の~I克の白神山地の一部を機成する標尚約46.0-46.6mの台

地中央部に位議する。この台地の南北を竹生川の支泌が流れi自跡の南側にJj.

この台t也に入りニむ多くの沢が1つが入りこんでいる.現況は畑である.

6.範鴎 ・時代 ・性絡

7.地!苗 (採さ)

南側に沢が入りこむ狭い台地上にあり，事E聞は約 7.似lOm'と考えられる.こ

こからは.縄文時代前期の土昔t石骨量と住居祉とおぼしきi宣締が検出きれてい

る。

この地点よりきらに北西へ~)50m .1fil勝れた所でも少量の遺物とともに{主思枇

らしい遺織がみつかっている.

池山までの~きは. 40-50emで，止ニ半高sIま耕作によって舵苦しを受け.その下

J:t旧表土の識色土層，明縄色土婦と縫いている.

なおJ也山は白色の粘土層である.

- 20-
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大 野 遺 跡

1 .所丘地

能代市荷八m字大野

2.而償

約20.000m'

3.調合制 |凶

昭和53年10月23日-28日

4.調合指

ra 本高史，地図~初

5. .1'事の立地の特徴 {現況)

東雲台地の両国指郎に依溜L.t.見iJl.li畑.前!耐.飯野にをっている.

6.事ill!l!.時代・性絡

7. j也婦 (深さ)

昭和30年代後~に凪学院大小の Fですでに発揖調査が行われておリ.縄文時

代晩期の遺跡として同知のものであった.I置物包含層はあっし Æ物も :ヒ~:~.

石器等多lil:であ'1.丘陵緑町i'iIlにUl品級制;の存{Eもす・怨される.

開銀された1Ii聞や畑の地表而にUiJI拘が広〈散布している.遺物包含婿l草地

表面直下からはじまる黒色tlOで.丘陵頂締では約2O-3OcIl.丘陵録音ZではがJ

1 -1.3mの採さをもっている.

- 23-
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矢石館遺跡 (本郷遺跡)

1 .所在地

~t秋悶郡間代町本郷字矢石館

2 街偵

Z8，α){)m' 

3 調盛期間

昭和日年10月23A-28日

4 .調査者

白山憲司.小絵日目 ll，佐々本孝IJI.宇野芳昭

5 .遺跡の立地の特徴 (:!I!i兄)

田代長に滅を発する早口川Ij..両餅に4-5のきれいな段丘闘を形成しなが

ら南波する.矢::c;鎗.011事はこの右t1!第3fl丘.. 辺部に位置し..!II.JlI水面との比

両は約17-20mゐる.母UJi'.は町道.!;!.rl• IR代線の本郷 ・中仕日!の1Mb中間点西

側聞んぼの中でみる.

6.従鴎・時代・tt俗

7 .地層{深さ}

遺跡の範悶1j(14i.-t;菌}銘Omx(市内ー北東)1∞mの28.0∞m'である.

出土土~U.文時代晩期大詞B-B ・ cJt相当のものが大都分であリ.時代u

縄文時代晩期前Jiを中心としている.遺跡はMi石総等を持つ嶋械を含む-lI!繕跡

と巧えられる.

地点によ 1)li予処なるが.表コtから80-100個 Ij.真黒のタロボ7土で.その

下にシラスを主体とする.IG!山土がある.遺物I手-B.士ーから30ー阪k憎め聞に包含さ

れる.しかし.，1)1地燃理で上前が移動t!oJLた地点てーは20-，励mで地山に逮する.

8.その他特:C!'拝汀{

9 参考文鰍 ・事項

昭組27・28年.武11鉄峻.奥山潤の両氏によ勺て，組石4官5絡が発見きtl.て

おり.昭和3441117日首長指定史飾になっている.

~山潤 r縄文目見即IQlJIFlH官 (r考古学雄総』昭和40. 2) 

- 27 
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蒲 沼 遺 跡

I 所在地

南秋田~八日Ili島町滞洞150- 1 f也

2.前 fll

約 7，4001げ(両日制155年度制j砧匂f植地内)

3. I剣先制問

昭卯53年10月16B-21日

十調 4匝r.
祭凶揚ー里民露弁安正

5.遺跡の立織の特徴 (現況)

島港1'111Iの北約ll.m. 八郎jljの東約lk11に位置しておリ.現(L水凶Hよぴ畑

である.

6.縄問・時代 ・性格

7. J也府(i某さ }

8 その他特記事項

9 参巧文献・ 'I~JI'l

遺跡の範削は. B地区 (sll桐155年度臨場書官f帽地内}であろう.itt~"" .1検出さ

れなかった.l置物の包含114は11Ji'j と 1111日 である 。 日層からは陶~片，木製品が

出土した.近t止のものと.ll.¥われる.1II1Oからはit面総片(2点).111必22の銭円

厳片(2点).杯の先形品がI点出土した.jJ'i窓器の停はヘラ切 1).情調銭円も

ので平安鈴代のものと.ll.¥われる.

A地区 {昭和54年度関場f.'l備地内)の両側で1:1;ft:慣にJtべ第口府がかなり1'1

< J量彼している.また.かな'1，事〈検出された流本t!.!!.われる自然遺舗がt&

等とほぼ悶ーレベルで/11十.している また遺物町出土がまばらて・あった 以 t

のこ とからこの地区1;1馬地II川の氾法務であったと雛定される.

BJ血Ilでは土師~~片 2lW11: したのみであるが，員色元の人の品で1<1. J.且(1'1" 

合のたっているとよろとその北側の畑から多くの土器が出たとのニとでその付

近を遺跡の範聞とした.後11何分.{J，i苅慌が何ぞまれる.

;tI1暗から第山締までみる ;tI1 婦は制作土で漆きは15-2伽現第IT'" I;H1i 

宵灰色結貧土で~t鱒 10-鰍・.市側80-1∞帽以上あふ制11If1;U高級灰色砂

層でll'きは相当あるようI!

A地区内に点千日5.lf-(1350)銘の似俳カ'ff在する.

八郎潟町史
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内 村 遺 跡

1 .婦在地

Ilh~tli!l P畑村千百~~t:下内村lJ4

2.幽揃

5.600m' 

3.必周遊剣附

昭和53年10月9日ー148

4. 1品i在者

永瀬悩努.葉以 j{;男

5 必勝の立地的特徴 {現況}

遺跡は~佐山地 (~羽11 1 8帳)の凶1110にひらける 1111北平野に位寂する . 泡跡の

近〈を九(-)11が這1.る.aU事l孟.攻'(f水筒になっている 水聞になる前li.Jl3 

mの仲繍曲よ')-fliOiかったものと年えられる.

6. ~捌 ・ 時代・性格

7.地層 (深さ}

8.その他特記事期

遺憾u績必できなかったが.li'U事の分布喧 oi@儲I;t5.6ωm'はどである.出

土したi且物l;t.縄文時代中期の上総片.士飾帯品{科，袋))¥-.須忠君事{漢)片.

古銭(天厄通3;:.長記ilIi宝など}であった。出土遺物から.縄文時代中期l末桑.

平安時代.中世と三時期にわた守て使用された俊合遺跨I:Y，LらlLo .aJ事の
性絡と しては集(!i跡が.I'jえられる"

約15-枇叫まどの勝作土を剥ぐと.穫と黒色土止め混合¥flニヨEる.J!拘はこ

の混合桝1:而て'出ょするが. .1&/.'1:1二よって 1..t 30-40cmて・iI~合婦に妥る J品合もあ

る.このS括合.遺拘の出士ーがJぃ

喋ま じ'11暗色土1..1.).;正-u自制lにかけて行われた.lIIf-j也被尽の際の格J也知1であ

るかもしれない.一段高い主二ろを除去し水闘を造成したので.遺跡的大&11分

が舷服されている可官官性がある.

-35 
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1 . IT!布地

2.陶積

3.調作期間

4. ，~~1t 者

掲 沼

t世勝/iIljjl 勝町~ケ崎字平織

22.α)(jn， 

， 
附IU53.11:IO)'j 2日ー211'1

城 跡

r.¥ IJJ電t，;1. t画本高史.高僑 J品I弘依有本孝明

5.遺跡の立地の特徴ClII.骨tl

4!1I趣郁治的自観水回中に東西 120mX尚i;l;1∞聞の硬い地銭的低下な台地が

閥側の水閉より 2-3m高〈鈍っている.J重勝はニのfiJ也の刷"'1二悩7-10聞

の継をめぐらしたもので.現イsの水rnにその跡を見るζとがで与る， Jm~点後

LLJ '1"1': I;! .自I跡と.'6'，われる雫J開跡カt'J!(fi09， 
6，純|瑚・時代・刊:俗

7. ld!1困(j栗さ}

il!i'G 170m X尚北 H泊m，ー辺 100mlrlf.量のJi角形.遺跡の穐凶1HZ.剛}肘

である IfJ 1.遭物Iiい円ゆる中ltI陶2;7>他市総司H 多〈富良町時代中『後半E与

えられる 1虚偽中央部から5閃X5閃以iの書記'5!.柱建物跨.1干減からt是30-40

e備の円形十11叫んが検出されておリ. 4 J，cのj下戸跡むある.中i吐，1(lUIのいわゆる

3j1.峨ないし館跡であみう.

中央fjJ也却でU.線作土 (15-20<....1の下がすぐ池山 iこで温情.遺物検出頑

となる *跡等の縫辺部で11ωーIω伺 てJt山士Jニ達する

8 .その他特記事項

背後にいわゆる山織をひかえた本物的なヰs世本期城跡と与えられ.この山減

のoi)'dl'e(， J血的てみる必事さがある.

一 純 一

. 
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1 .所在地

2 両被

3 .調脊WI陪l

4 .調査者

宝 竜

雄勝郡稲川町大谷9他

約14.400品'

A 
ロ

昭和53年10月30日-11月2日

遺 跡

祭FJl陽一郎. ~匹沢光男

5.遺跡の立J也の特徴(現j兄)

遺跡{ま皆瀬川中流右岸の河岸段丘ょにあり，様商 195則前後である.台地の

下の東側は.~見旋回で. さらにその200-300m東側は山林である.

6 .範凶 ・時代 .1主防

7 . J也j面(深さ )

8 参考文献

泡E事の級制はお地全体である。縄文時代中期 (大本8. 9 j:¥:則1)の遺跡で，

台地上の南東端では集石遺構 (後20-30cm)が検出された.この付近を中心に

かなり拡がりを持っと忠われる。

なお、近年台地の東側斜簡に道路ができたが.そのjJJ~崩きれたf世奇から1-

盆の土~~が表録されたようだ。

地層 I;U也山までll - rn J嘗あり.~さは約40-60帥で015 (黒縄色土)が遺物

包含層である.IIIf'lまでの深さはま(J25-40伽である.

武雄鉄械 r:li電台遺跡発織調査報告書J

-45-



F寺

剛

図

(

戸

¥
M
m

・2
v
o
}

11 

留

図

{

戸

、

N

・2
5
}

.. ・
0> 



- 47ー



墨轟
l!!I!Iiil!"胃.噌

4亀

~8 



• 

圃

明

~9 



• 

大谷 I 遺跡

1 .所 (t 地

雄勝部柿川IlW;:ー附270f也

2φ lel 11' 

*'~ 8，600m' 

:!. :，IHt JUI I百1
昭祁53if.lOfl1613-21日

1 .凋企者

岩見滋夫， I!l 4区高量:

5. itt跡的立1患の特徴 (現況}

奥羽山脈に源を脅する符:帆川1I0;Hこ形成さ札た河俸段丘の;r;;I，U也形都に立地

し現i兄li水EAと側地である.

6.純Ilij.時代 ・性格

7 .地lt4(深さ}

A地区

B地区

C地区

8.その他1書記事項

9. ~Jj文献 ・ 事現

遺跡li ，号~~j也1修習r.q):J<~閣に ìllぃ郎分が'1'心と考え られる.縦文中JUI大水 9 式

~後期の鰻イト遺跡で.ぬ1111榔磁のための拭帰郷分からピ I ~，配れと布えられ

る副配備が検出されている

水田.畑地にi¥lliがあ 1).またl前閉め際に包含婦が瑚られたリして.地幡町

厚きや地表から地111までの探きが一憾でない.

緋作土(2C岡)，磁1:(30em ) • j~\色上(包含廓50em ) ， 地 III

耕作土(20rm) ， 総色 J:(~*k4 2Ocm ) ，地山

緋作土(l5rm).術色j(~含刷4!jcm).賞4畠色t(40cm).黄砂(J也tJJ)

地層に礁や大きな石が多い

武義重量綾 '宏司E台遺跡発I~"企報色ー苦手J
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大谷 Il 遺跡

1 .所荘地

t重勝部締川町1:'.階190他

2. I偏続

8.500耐

3. I渇1f.JIII nn 

昭如53年10月23日ー281:l

4.J，Ij全両

水 i'liiI品努， IJHO良占

5.遺跡の立地の特徴(税i見}

奥羽山厳のー総を締btする丘陵下の狭小な台地上に位置する.ft地の肉絢を

w瀬Illn'.:ft:itする.~且iltfi水mである .

6 範鴎 . IH~ .竹祁

7.地層 (tまさ)

市北に長いれI血の削減に位滋する. 随l'ijfJ約 ~.ωom と巧えら ILI弘文時代崎

附 (大綱BC納)のu量.石践が出士した，また.iE績は7ヵ所で倹出さ11た

が.性絡':!1~明でみる.

池山までの深さは30-70cmである。 1:から併作土 (15-20"m)，J長総色土P

(20-筑lcm).砂悦I:}f>f(池山}の町tである.

- 55-
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圃場整備地域内 (羽後地区)
2.遺跡 一 覧袋

吋m ，. ~ t; 
面画4証明郎沢

2 fl3 荷山

3 J3'~山 I

4 制奇怪 山 日

s 基布悶
6 省 神H

7 向岩瀬

8 H沢館跡

9 制亀神湖

10 判宵 i~ 山

11 
九ト九問
鶴酔

12 議会 A

13 {品合 日

14 唐~山

15 III責沢山

16 高信山 11

17 i隊内沢

所 在 地 嶋 別 現 況 土聾者有曹

岨騨冊郎1羽町撞町田代下甑

."" 誌の7
週鋤包宮地 牧'在地 民 有

雌痢自肺向m山E羽14憧町上四米下 " 側 地 /1 

雌輔酷甜制捜町上司米 r
桐山12-1 

， 
" " 

岨陣峰山臨調韓IT1:到2司"-，" 
刷 .-1

， t担 体 • 
雄輔副地羽横内町崎抑制7-
lIi "凶

温鞠鉄事地 制 地 '‘ 
Aね~I，神欄地間羽内後町軒It，択す 遺物邑音地 側・ 山林 " 
左6官・1輔営噸郎羽地内後町軽I~桝字 " 

柵・山件

' t嵐 " 離曾陣《偲調~IIT軽持桝宇
り 蝿内

館 Ilf r<< ，t • 

• 温効包含量 111 林 11 

脱帽1"i剖i胡後地町内 1'.刈止す:
サド唱 。":UJ " 燭 地 " 
雌岬副i柑憧町上珂米下 鮪 Z事 LlI 林 " 1. I h.if(lU 1. 2 

雌陣il-郎副檀町軽弁同'r-
品地内

嘩鎗担宮壇 畑・山林 • 
11 • 圃凪・山林暗

" 
凪刷脚松附山制地横内町上珂求。F • 山I:l!明地畑林 11 

且肺~ ，廊t羽後町上同米下
tn ~'tIll 2 • 本胤IlJ・針埠 /1 

岨高陣曲地邸調内醍町上珂永7- ， '宵dt)燭 • 
瞳暢州節制制憧賀TL到....r
畑 地内 • 畑・ 山林 " 

秋岡県文化財諸表織作;'}!I'l60集

秋田県遺跡分布例 公 報告舎

附和54隼3月 印刷・発行

結集 秋郎県教育委買会

秋館市山正問丁 目 )-2

印刷 侠悶マイクロ写真印刷株式会社

時 ft 備 4 

縄文時代

11 

縄文時代

縄文時代

" 

縄文時代

11文時代

" 
繍丈~弥生(1)

縄文時代
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• 
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